






先天性第Ⅷ、第Ⅴ因子合併欠乏症はきわめて稀な疾患で、1954 年に Oeri 等の

報告以来、今日までに 17 症例の報告があるにすぎない。本症例は本邦におけ

る第 1 例として第 27 回日本血液学会総会(1965 年)に報告した症例であるが、

今回、尾仙骨部腫瘤の摘出術を施行したのでその補充療法及び凝血学的検査成

績について報告する。


